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３．調査内容 
１）調査海域 
 この海域はかつてはアラメの海中林があった場所で

あり、現在は磯焼けの状態にある（写真２）。しかし、

核藻場礁（KB-O 型）の網の礁内には、アラメが繁茂

し、礁周辺にアラメの幼体が確認されるようになった

ため、特に網の外に生育している幼体の生育分布を把

握する潜水調査を行なった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真２ 
 
２）調査項目 
（１）ＫＢ－Ｏ型藻場礁の設置状況 
（２）移植アラメの生育状況 
（３）藻場礁周辺に着生したアラメ幼体の育成状況 
３）調査日：平成１７年７月２１日 
 
４．調査結果 
１）KB-O型藻場礁の設置状況 
（１）破損、転倒、埋没などの異常はない。 
２）移植アラメのこれまでの生育履歴 

KB-O 型藻場礁に移植した中間育成アラメの履歴を

以下に示す。今回の調査前に定期的に調査。 
○ H14設置（No.2,6,7,8,9：H15.3移植） 

No.2：網の破れなく、順調に生育。 
No.7～9：網が破れ一時全滅、網修復後、残存す

る種糸から再び発芽し生育。 
No.6：H15.8の調査で網のない部分では魚類の食

痕が多数確認され、１１月の調査では全滅を確認。 
網のある部分は順調に生育。但しH16.2調査で網

が破損しており、全滅を確認。網を補修後順調に

生育。 
○ H15設置（No.1,3,4,5：H16.3移植） 

No4：網の一部が破れ、移植アラメの約 1/3 が食

害により葉状部が消失。網修復後順調に生育、 
No.1,3,5：網の破れはなく、順調に生育。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 
３）今回の調査結果 
（１）藻場礁内に成育するアラメは、大型個体の体長

が40～50cm前後で生育状況は全般に概ね良好であっ

た。No.6礁は礁内の半分を網で囲った試験礁で、網に

囲まれた部分のアラメの生育は他と同様に良好であっ

たが、一方の囲いのないブロックではアラメの生育は

全く認められなかった（写真３）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真３ 
（２）食害対象魚について 

 今回の実験では食害の対象魚として主にイスズミを

特定した。理由として 
①調査海域でイスズミの群れを確認している（写真４） 
②アラメの食痕形状がイスズミの食痕と類似している

こと（写真５） 
③網目６cm では、礁内に小魚は入り込んでいたが、

食害は生じていない。イスズミは体格より浸入は出来

ない。 
（４）藻場礁周辺に着生したアラメ幼体の育成状況 
 No.2のアラメは２齢体、他は全て１齢体であること

及び平成１６年１１月の調査で、No.2礁の移植アラメ

に子嚢班が確認できたことにより、藻場礁設置域に生 
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写真４          写真５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真６ 
育するアラメ幼体（写真６）は、No.2礁のアラメが母

藻とみられる。 
今回の調査では、この No.2 礁を中心にして分布状

況を調査した。アラメ幼体の生育分布、距離別、水深

帯別発育個数体を図４～７に示す。 
 アラメ幼体の全般的な分布範囲は約35ｍ×35ｍ（東

西×南北）で、藻場礁の配列に沿って東北から南東～

南側に分布していた。視認した全生育個体数のうち基

点とした No.2 礁の北西側には約８％、南東側には約

92％が生育しており、南東側に偏った分布を示す。生

育個体数は、No.2 礁に近接する No.1,3,4,5 礁の周辺

に多く、No1,2礁の南側、No.4,5礁の北側で生育密度

が高かった。生育するアラメ幼体は、大型個体の体長

が17～18cm前後で、ほとんどの個体で葉の先端部に

魚類の食痕とみられる欠損がみられた。 
 基点とした No.2 礁からの分布距離をみると、０ｍ

（礁内、礁の網、大半は南面に生育）が最も多く、次

いで４ｍ、７ｍ地点の順で生育が多かった。最も遠い

位置は 26ｍ地点であった。No.2 礁から４ｍ以内に全

体の約50％が生育し、10ｍ以内では85％が生育する。

10ｍを超えると個体数は少なくなり、10～26ｍ間では

15％である。 
 生育水深は、３～９ｍの範囲でみられ、４ｍ帯が最

も多く、次いで５ｍ帯、６ｍ帯の順で多かった。水深

４ｍ帯には全体の 56％、４～６ｍ帯は全体の 90％が

生育する。 
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５．考察 
１）移植アラメについて 
 平成 14 年度に設置した KB-O 型藻場礁では No.2
を除き網が破損しアラメは食害で全滅した。また、ア

ラメ生育面の 1/2 を網で囲った試験礁(No.6)は、網囲

いのブロックではアラメが良好に生育しているのに対

し、網囲いのないブロックではアラメは全滅であった。

磯焼けの原因としては食害が考えられ食害魚種として、

本海域では、主にイスズミが推測される。移植アラメ

の生育には食害を防ぐ網が不可欠であり、その網の目

合いは６cm で対応可能であり、その効用は高いと考

える（写真７）。 
 また、核藻場としての役割である藻場礁周辺にアラ

メの幼体の発育がみられた。これは、礁内の移植アラ

メが母藻に成熟し、生殖細胞を放出したことを示すも

のであり、網を装着したKB-O型藻場礁と中間育成ア

ラメの組み合わせは、藻場修復の拠点（核藻場）とし

て機能しうることを示唆するものと考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真７ 
 

２）藻場礁周辺に着生したアラメ幼体にいて 
 KB-O 型藻場礁設置域におけるアラメ幼体の生育は、

生殖細胞の供給源とした No.2 礁を基点とすると、南

東側に全体の90％以上が生育しており、生殖細胞の放

出時は南東方向の流れが卓越していたものと推測され

る。幼体の分布は供給源から水平距離が10ｍ以内で水

深が５ｍ前後付近に全体の約80％以上みられた。比較

的拡大範囲は限られることが判明した。 
 本調査において藻場礁の網の外に発生した移植アラ

メを母藻とする幼体のほとんどに魚類のものと思われ

る食痕が確認されており、これら網の外の幼体が生残

し成体に成長するかは今後の追跡調査によって明らか

にしていきたい。 
 来期は No.2 礁を含めた全礁より多くのアラメが生

殖細胞を放出し、一帯周辺に多数の幼体が発育するこ

とが予想され、KB-O 型藻場礁から周辺域へのアラメ

の生育領域が徐々に拡大することが期待できると考え

る。さらに追跡調査を行い、核藻場としての可能性を

確認する予定である。 
 
６．まとめ 
 以上の結果より、 
長崎県壱岐市珊瑚崎海域で海藻がなくなっている主

な原因は主にイスズミによる食害であり、それを防止

するためには礁を網で完全に覆うことが不可欠であり、

その網の目合いはイスズミの体格から６ｃｍで対応で

きることが確認できた。 
藻場増殖プレートにアラメ種糸を巻付け、中間育成

後本藻場礁（KB-O 型）に移植し、網による食害防止

対策を施すことにより、網の中の礁内にはアラメが順

調に生育できることが確認できた。網が破けなかった

礁のアラメには子嚢班が確認され遊走子が放出された

ことが確認できた。 
さらに、藻場礁周辺には放出されたアラメの幼体が

発育することも確認でき、今後核藻場としての機能に

ついて、引き続き調査を実施する予定である。 
 

 本研究は、壱岐市産業経済課並びに郷ノ浦町漁協様

に多大なる御協力を頂き、壱岐市郷ノ浦支所山内土木

経済課長には多くのご助言、ご指導を頂きました。こ

の場をかり厚く御礼申し上げます。 
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